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居間につるしっぱなしにされていた
線量計＝2013年、福島県伊達市で

「格好の研究材料」住民より政府のため？
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個
人
線
量
計
で
デ
ー
タ
集
め

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
に
伴
い
、
今
も
避
難
指
示
が
出

て
い
る
福
島
県
の
帰
還
困
難
区
域
。
地
元
の
町
村
は
先
行
的
に
避

難
指
示
解
除
を
目
指
す
「
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
」
　
（
復
興
拠

点
）
を
設
定
し
て
い
る
が
、
政
府
は
十
二
日
、
そ
こ
へ
帰
還
す
る

住
民
た
ち
に
個
人
線
量
計
を
配
る
方
針
を
決
め
た
。
住
民
そ
れ
ぞ

れ
の
被
ば
く
の
程
度
を
把
握
す
る
狙
い
と
い
う
が
、
あ
る
懸
念
も

付
き
ま
と
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
榊
原
崇
に
）

帰
還
者
ら
に
配
布
へ

個
人
線
量
計
は
、
外
部
被
ば
く
　
規
制
委
員
会
で
配
布
の
方
針
を
示

の
積
算
線
量
を
把
握
で
き
る
小
型
　
し
、
了
承
さ
れ
た
。

の
計
器
。
内
閣
府
原
子
力
被
災
者
　
配
布
対
象
と
な
る
の
は
、
復
興

生
活
支
援
チ
ー
ム
な
ど
が
原
子
力
　
拠
点
の
エ
リ
ア
に
帰
還
す
る
住
民

た
ち
だ
。
こ
の
拠
点
の
計
画
は
、

第
一
原
発
が
立
地
す
る
双
葉
、
大

熊
両
町
を
は
じ
め
福
島
県
内
の
六

町
村
が
ま
と
め
て
い
る
。
除
梁
や

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
な
が
ら
、

二
〇
二
二
年
春
か
ら
二
三
年
春
に

か
け
て
避
難
指
示
解
除
を
目
指
す

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

支
援
チ
ー
ム
に
よ
る
と
、
二
〇

年
三
月
ま
で
に
予
定
さ
れ
る
J
R

常
磐
線
の
全
線
再
開
に
合
わ
せ
、

復
興
拠
点
の
中
で
も
駅
周
辺
は
一

足
早
く
避
難
指
示
を
解
除
す
る
。

個
人
線
量
計
は
そ
の
こ
ろ
か
ら
、

帰
還
す
る
住
民
の
ほ
か
、
自
宅
の

清
掃
や
改
修
の
た
め
に
一
時
帰
宅

す
る
人
ら
に
配
り
始
め
る
。

支
援
チ
ー
ム
の
野
口
康
成
参
事

官
は
「
帰
還
困
難
区
域
は
、
バ
リ

ケ
ー
ド
な
ど
で
立
ち
入
り
を
厳
し

く
制
限
し
て
き
た
。
避
難
指
示
を

解
除
す
る
に
し
て
も
何
ら
か
の
経

過
措
置
が
必
要
。
詳
し
く
被
ば
く

の
状
況
を
把
握
し
、
ど
ん
な
防
護

対
策
や
相
談
体
制
が
求
め
ら
れ
る

か
考
え
た
い
」
と
語
る
。

大
熊
町
の
復
興
拠
点
の
エ
リ
ア

内
に
農
地
を
持
つ
木
幡
ま
す
み
町

議
は
「
今
で
も
、
自
宅
に
戻
る
際

に
個
人
線
量
計
を
持
っ
て
い
く
人

が
い
る
。
心
の
半
分
で
は
『
も
う

大
丈
夫
か
な
』
と
思
い
つ
つ
、
残

り
半
分
で
は
『
ま
だ
安
心
は
で
き

な
い
』
と
考
え
て
い
る
よ
う
。
目

に
見
え
る
形
で
積
算
線
量
が
分
か

る
よ
う
に
し
だ
い
の
で
し
ょ
う

か
」
と
み
る
。

一
方
で
「
私
が
重
要
だ
と
思
っ

て
い
る
の
は
、
個
々
人
が
浴
び
た

放
射
線
の
量
だ
け
で
は
な
い
。
そ

も
そ
も
放
射
性
物
質
が
残
っ
て
い

る
の
は
土
の
上
や
中
。
悪
さ
を
す

る
源
が
ど
ん
な
状
況
な
の
か
、
き

ち
ん
と
調
べ
な
い
と
い
け
な
い
」

と
話
す
。
福
島
県
内
で
は
過
去
に
も
大
々

的
に
個
人
線
量
計
を
住
民
へ
配
る

試
み
が
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
、
局
所
的
に
線
量
が

高
い
「
特
定
避
難
勧
奨
地
点
」
が

あ
っ
た
伊
達
市
は
一
二
年
七
月
か

ら
の
一
年
間
に
、
市
民
の
約
八
割

に
当
た
る
五
万
人
余
り
に
線
量
計

を
配
り
、
年
間
の
被
ば
く
線
量
を

調
べ
た
。
規
制
妻
の
ト
ッ
プ
も
務

め
た
田
中
俊
一
氏
か
ら
助
言
が
あ

っ
た
と
い
う
。

た
だ
、
住
民
に
線
量
計
を
持
ち

続
け
て
も
ら
う
の
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
く
、
同
市
の
主
婦
島
明
美
さ
ん

（
四
〇
は
「
み
ん
な
、
だ
ん
だ
ん
面
倒

に
な
っ
て
、
車
や
家
の
中
に
置
き

っ
放
し
に
し
て
い
ま
し
た
」
。
正
確

な
状
況
把
握
は
容
易
で
は
な
い
。

さ
ら
な
る
課
題
も
あ
る
。
個
々

人
の
被
ば
く
の
デ
ー
タ
を
ど
う
活

用
す
る
か
と
い
う
点
だ
。

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機

構
の
黒
川
真
一
名
誉
教
授
（
物
理

学
）
は
「
功
名
心
を
持
つ
研
究
者

に
と
っ
て
、
一
般
公
衆
の
被
ば
く

の
デ
ー
タ
は
格
好
の
研
究
材
料
」

と
指
摘
。
「
住
民
の
た
め
と
い
う

よ
り
、
政
府
に
と
っ
て
都
合
が
よ
一

い
話
を
導
く
た
め
に
も
使
わ
れ
か

ね
な
い
。
具
体
的
に
は
被
害
の
過

小
評
価
だ
」
と
続
け
る
。

黒
川
氏
は
、
前
出
の
伊
達
市
の

測
定
デ
ー
タ
が
住
民
の
同
意
を
十

分
得
な
い
ま
ま
研
究
者
に
渡
り
、

論
文
化
さ
れ
た
と
し
て
、
批
判
を

続
け
て
き
た
。

「
人
体
実
験
の
教
訓
か
ら
で
き

た
の
が
医
学
倫
理
。
基
本
的
人
権

の
た
め
に
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
だ
。
ど
う
い
う
目
的
で
デ

ー
タ
を
使
う
の
か
住
民
に
明
確
に

す
る
こ
と
、
分
析
に
同
意
し
な
か

っ
た
人
の
デ
ー
タ
は
使
わ
な
い
こ

と
な
ど
を
約
束
し
な
け
れ
ば
、
人

権
は
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
し
ま

う」

エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
海
　
田
）
だ
っ
た
が
、
九
月
の
台
風
　
と
そ
れ
に
面
す
る
歩
道
と
の
闇
　
　
　
共
事
業
で
、
こ
こ
数
年
の
業
績

対
鋏
め
　
　
照
　
l

一
口
二
菱
書
面
ヾ
ノ
垂
へ
圭
－
目
口
ナ
ノ
〇
　
三
寒
、
　
一
ご
一
柵
恥
N
J
裏
n
L
L
。

D
冊
の
下
の
地
面
に
、
重
畳
五
　
、
日
ノ
　
は
右
肩
上
が
り
と
い
う
。


